
西江原公民館だより 168号

西江原町の人口　Ｒ７　4,512人 （男性2,181人　女性2,331人） 世帯数2,011世帯　 ５月末現在
　　　　　　　　Ｒ６　4,537人 （男性2,183人　女性2,354人） 世帯数1,968世帯　　　〃

西
江
原
公
民
館
だ
よ
り
第
一
号
発
行
　
昭
和
五
十
五
年
六
月
三
十
日

（1）

　
西
江
原
小
学
校
ふ
れ
あ
い
運
動
会
が
「
仲

間
と
一
緒
に
全
力
で
深
め
よ
う
西
江
原
の

絆
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
五
月
十
八
日

日
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
土
曜

日
の
開
催
が
雨
天
の
た
め
順
延
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
町
民
参
加
の

三
つ
の
地
区
種
目
は
割
愛
さ
れ
道
祖
踊
り

の
み
が
町
民
と
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
種

目
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら

ど
の
学
年
も
元
気

い
っ
ぱ
い
走
っ

た
り
踊
っ
た
り

と
演
技
す
る
姿

が
町
民
に
感
動
を

与
え
西
江
原
町
の

活
力
の
源
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

168号
R７.７.15発行

西江原小学校

ふれあい運動会



　 

ご
　
芳
　
名
　    

　（
順
不
同
）

【
香
典
返
し
　
満
中
陰
志
】

小
池
　
卓
志 

様
　
　
三
宅
　
富
夫 

様

野
宮
三
千
恵 

様
　
　
藤
井
　
　
彰 

様

宮
本
　
益
美 

様
　
　
惣
臺
八
十
八 

様

池
田
　
雄
一 

様
　
　
落
合
　
裕
之 

様

川
上
　
敬
子 

様
　
　
大
山
　
研
自 

様

池
田
　
孝
章 

様
　
　
佃
　
　
義
之 

様

匿
名
（
一
名
）

　
令
和
六
年
度
西
江
原
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
に
対
し
、
町
内
の
皆
様
よ
り
心

温
ま
る
ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
の
で
ご

報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、

趣
旨
を
尊
重
い
た
し
ま
し
て
、
西
江
原

地
区
の
福
祉
向
上
充
実
の
た
め
に
、
有

意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
誠
に
有
難
く
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
福
祉
活
動
に
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
き
い
き
と
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ご
近
所
福
祉
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
、
本
年
度
次
の
方
々

に
福
祉
委
員
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　
毎
日
の
生
活
の
見
守
り
、
声
か
け
な
ど
地

域
の
安
全
、安
心
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
　
　

寺
　
　
戸
　 

猪
原
　
忠
教
　
平
井
　
　
真

　
　
　
　
　 

大
平
　
瑞
典
　
桜
井
　
裕
三

　
　
　
　
　 

志
多
木
勝
俊

西
新
町
　 

渡
辺
　
利
行
　
三
村
　
正
樹

　
　
　
　
　 

加
賀
　
佳
道
　
盛
兼
　
　
誠

本
新
町
　 

椋
本
　
純
史
　
谷
井
　
一
裕

　
　
　
　
　 

定
光
　
　
謙
　
時
岡
　
美
江

　
　
　
　
　 

河
合
　
智
彦  

東
新
町
　 

片
山
　
真
也
　
大
月
　
敏
史

　
　
　
　
　 

木
田
　
秀
夫
　
山
室
　
康
弘

才
　
　
児
　 

黒
木
　
昭
宏
　
相
田
　
瑞
明

戸
　
　
倉
　 

三
村
　
憲
治

長
　
　
谷
　 

佃
　
　
義
之
　
橋
本
　
由
美

藤
ノ
木
　 

川
田
　
克
己

山
本
住
宅
　 

中
原
　
陽
子

東
　
　
町
　 

加
藤
　
桂
一
　
原
田
日
乃
出

中
　
　
町
　 

大
平
　
信
夫
　
真
砂
　
靖
子

西
　
　
町
　 

川
上
　
敏
隆
　
木
山
　
一
郎

　
　
　
　
　 

前
原
　
隆
文
　
松
下
　
隆
幸

　
　
　
　
　 

細
川
　
征
治
　
川
上
　
良
和

　
　
　
　
　 
原
田
　
隆
行
　
雛
元
　
啓
多

　
　
　
　
　 
青
木
　
啓
文

神
　
　
戸
　 
落
合
　
一
正
　
池
田
　
辰
彦

　
　
　
　
　 

大
山
　
　
章
　
山
成
　
章
之

　
　
　
　
　 

三
宅
　
由
明
　
盛
兼
　
喜
治

　
　
　
　
　 

池
田
　
孝
章

小
　
　
角
　 

赤
木
　
直
子
　
大
山
　
尚
美

　
　
　
　
　 

定
光
　
信
義
　
谷
本
　
和
三

　
　
　
　
　 

片
山
　
　
透
　
片
山
　
周
輔

　
　
　
　
　 

三
村
　
剛
久
　
小
野
　
嘉
洋

　
　
　
　
　 

沖
津
　
幸
弘
　
三
村
　
雅
司

　
　
　
　
　 

森
兼
　
孝
治
　
三
宅
　
靖
雄

賀
　
　
山
　 

仁
城
　
澄
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   （
敬
称
略
）
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専  門  部  会

ふれまち部

井原市教育委員会

西江原公民館
各地区公民館 運 営 審 議 会

•自治連合協議会

•社会福祉協議会

  各 種 団 体

常 任 委 員 会
（委員長　金島 孝和）

（伊藤 利夫）

文化部

（池田 辰彦）

体育・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ部

（定光　謙）

愛育部

（蔦川 正佳）

教養部

（江木 俊彦）

情報部

（椋本 典久）

総務部

（金島 孝和）

（館長　落合 敏恵）
　　  　主事　大山 久夫

（委員長　落合 敏恵）

（委員長　黒木 弘実）

管理運営委員会 監　事

社 

協 

だ 

よ 

り

令
和
七
年
度
福
祉
委
員

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

運営審議会
管理運営委員会
新年互礼会

公民館だより
ホームページ

たんぽぽ教室
人権教育講演会

避難訓練・ふれあい広場
ふれあいスポーツ大会

敬老会
ふれあい市への協力

ふれあい広場
文化活動体験教室

ふれあい運動会
納涼盆踊り

ふれあいスポーツ大会
市愛育委員会
ふれあい広場

（森本 謙一）（沖津 文彦）

令
和
七
年
度  

西
江
原
公
民
館  

組
織
図

令
和
七
年
度  

西
江
原
公
民
館  

組
織
図
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令
和
七
年

度
の
西
江
原

公
民
館
の
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
組
織
の
運
営

体
制
を
見
直
し
て
の
二
年
目
。
新
し

い
役
員
の
方
々
に
は
、
年
度
初
め
の

多
く
の
会
議
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
の
諸
行
事
を
積
極
的
に
進

め
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
改

め
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
日
、
岡
山
で
公
民
館
関
係
の
研

修
会
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
九
州
大
学
の
先
生
か
ら
「
暮
ら

し
の
歓
び
を
と
も
に
創
り
出
す
公
民

館
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、公
民
館
は
住
民
に
と
っ

て
、①
気
軽
な
集
い
・
参
加
・
交
流
の

場
②
地
域
の
困
り
ご
と
に
向
き
合
っ

て
く
れ
る
場
③
挑
戦
の
場
・
成
長
や

発
展
へ
の
場
④
自
分
た
ち
の
館
の
担

い
手
づ
く
り
・
つ
な
が
り
づ
く
り
の

運
動
体
、
で
あ
る
と
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
活
動
の
中
で

大
切
に
し
て
い
き
た
い
こ
と
は
、「
当

事
者
性
」
と
い
う
考
え
方
で
す
。
公

民
館
を
運
営
す
る
側
も
公
民
館
行
事

に
参
加
す
る
側
も
、
他
人
事
で
は
な

く
自
分
が
主
体
で
あ
る
と
い
う
思
い

で
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り「
私

の
公
民
館
」
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　
そ
こ
で
西
江
原
公
民
館
に
目
を
む

け
る
と
、
令
和
七
年
度
の
公
民
館
文

化
教
室
は
、
昨
年
度
よ
り
五
つ
増
え

三
十
五
教
室
に
な
り
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
自
主
的
な
活
動
が
な
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
は
自
分

事
と
し
て
関
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
学
び
や
つ
な

が
り
を
ど
ん
ど
ん
地
域
に
広
げ
て
い

く
こ
と
が
、
魅
力
あ
る
西
江
原
づ
く

り
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
課
題
に
し
て
い
た
子

ど
も
を
含
め
た
若
い
世
代
の
公
民
館

活
動
へ
の
参
加
に
つ
い
て
で
す
が
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
行
事
と
も
協

力
し
、
だ
ん
だ
ん
参
加
者
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
親
子
を

対
象
と
し
た
行
事
な
ど
を
企
画
し
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
公
民
館

が
よ
り
身
近
な
場
所

と
な
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

「
私
の
公
民
館
」
に

西
江
原
公
民
館
長　

落
合　

敏
恵

　
住
み
慣
れ
た
生
活
の
場

で
、
安
心
し
て
く
ら
し
て

い
け
る
町
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
住

民
が
主
体
と
な
っ
た
小
地
域
で
の
福
祉
活
動
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
的

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の

中
で
の
住
民
同
士
の
「
ふ
れ
あ
い
・
た
す
け
あ
い
・

さ
さ
え
あ
い
」
が
大
切
で
す
。

　
西
江
原
地
区
の
、
お
年
寄
り
や
障
害
の
あ
る
方
、

家
庭
に
諸
事
情
の
あ
る
方
が
日
常
生
活
で
困
っ
た

　令和7年度文化教室開講式が４月
18日（金）に開催されました。本年
時は昨年より教室数が５つ増え35
教室の開催となっています。本年度
文化教室には延べ381人の方々が加

入され活動しています。
公民館活動のねらいであ
る生涯学習の発展と生き
がいづくり・仲間づくり
に大いに役立っています。
ふれあい広場での展示や
舞台発表へのご参加を期
待しています。

　昨年度、西江原町の様々な団体・企業等のご協力により、西江原オリ
ジナル「デニムの名札」が完成しました。地域の方のアイデアが形になっ
たものです。子どもたちのことを大
切に思う心が詰まった名札を子ども
たちが身に着けることで、ふるさと
西江原町を大事にする心、感謝する
心を大きくして
いってもらいた
いと思います。

時
に
地
域
住
民
に
よ
る
有
償
た
す
け
あ
い
活
動

に
よ
っ
て
、そ
の
生
活
を
支
援
し
て
い
け
る
「
地

域
た
す
け
あ
い
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
西
江
原
町
が
、
ま
す
ま
す
安
心
・
安
全
で
さ

さ
え
あ
い
の
町
と
な
り
ま
す
よ
う
、
頑
張
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
【
電
話
番
号
　
七
五―

四
三
六
七
】

　
　
　
西
江
原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　   

　
　 

会
長
　
　
三
　
村
　
幸
　
男

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

文化教室開講

心のこもったデニムの名札



西江原公民館
〒715‐0006 井原市西江原町1414
Tel・Fax 0866‐62‐8129
mail:nishi-km@ibara.ne.jp

　今年度は「学び・楽しむ・繋がる」
を学習テーマに活動をしています。子
育ての不安や疑問を共有しながら学
級生同士で企画・運営をし、学びや
交流を深められる場となっています。
仕事をしている方も参加しやすいよう
スケジュール調整をしています。
　途中参加も可能ですので、興味の
ある方はいつ
でも遊びにき
てくださいね。

 （森　織穂）

　今年のふれあい市も昨年同様４回
の開催を計画しています。その第１回
が６月22日（日）、にぎやかに開催さ
れました。開会行事の後、与一太鼓の
祝い太鼓やジョイフルサウンドの演奏
により会場を盛り上げてもらいました。
地域の方々の手作り野菜や小物の販売、
焼きそばや綿菓子に舌つづみをうちながら
のふれあい市になりました。

　西江原小学校のあいさつリーダーを中心に、地
域の方のご協力をいただきながら、西江原小学校
区における挨拶運動を進めています。昨年度は、
ポスターの配布や毎月25日の挨拶運動、新しいの
ぼりの完成等、たくさんの取組を行いました。明る
い挨拶で活気あるまちづくりを進めていきましょ
う。今年度のあいさつリーダーもやる気一杯です。
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編
集
委
員

　
今
年
度
は
次

の
メ
ン
バ
ー
で

発
行
し
ま
す
。

 

椋
本
　
典
久

 

渡
辺
　
利
行

 

松
本
　
高
志

 

大
山
　
久
夫

 

片
山
　
正
樹

　「西江原ＤＯ」で検索。公民館だ
よりや史跡顕彰会報の新規分など
を検索できます。

●●●●●●
「たんぽぽ学級」
●●●●●●
「たんぽぽ学級」

日時
6 月
7 月

3 月

　 学習内容
開講式
アロマ石鹸作り

コサージュ作り
閉講式

西江原公式ＨＰ（西江原ＤＯ）

片山 正樹
黒木 弘実
三村 幸男
古賀 綾子
宗高 信行
落合 敏恵
森本 謙一
沖津 文彦
金島 孝和
落合 敏恵

会 　 長
副 会 長
〃
〃
〃
〃

監 　 事
〃

会 　 計
事務局長

家庭教育学級

主な役員

開
講
式
・
記
念
講
演

ふ
る
さ
と
学
習
支
援

学
習
活
動

ふ
る
さ
と
散
歩

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を

楽
し
む

先
進
地
視
察

寄
せ
植
え
に
挑
戦

昔
遊
び
を
伝
え
よ
う
・

味
噌
づ
く
り
教
室

甲
山
散
策
会
と
接
待
・

閉
講
式

蛍
を
見
る
会
・

雄
神
川
ゴ
ル
フ
大
会

草
刈
り
・

戸
倉
納
涼
大
会

西
江
原
納
涼
盆
踊
り

雄
神
川
探
検

千
歳
楽

蛍
放
流
・

ふ
れ
あ
い
広
場

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

歩
こ
う
会

ふ
れ
あ
い
市
・

与
一
太
鼓
演
奏

親
子
工
作
教
室

ふ
れ
あ
い
花
火
・

西
江
原
納
涼
盆
踊
り

ふ
れ
あ
い
市
・

与
一
太
鼓
演
奏

ふ
れ
あ
い
市
・

与
一
太
鼓
演
奏

ふ
れ
あ
い
広
場

ふ
れ
あ
い
市
・

与
一
太
鼓
演
奏

味
噌
づ
く
り
教
室

雛
祭
り
を
楽
し
む
会
・

甲
山
散
策
会

ふ
れ
あ
い
運
動
会
・

道
祖
踊
り

花
見

第
２
日
曜
日

プ
レ
ー
パ
ー
ク

第
２
日
曜
日
プ
レ
ー

パ
ー
ク
・
イ
ベ
ン
ト

第
２
日
曜
日

プ
レ
ー
パ
ー
ク

第
３
日
曜
日

プ
レ
ー
パ
ー
ク

第
２
日
曜
日

プ
レ
ー
パ
ー
ク

第
２
日
曜
日

プ
レ
ー
パ
ー
ク

第
２
日
曜
日

プ
レ
ー
パ
ー
ク

第
２
日
曜
日

プ
レ
ー
パ
ー
ク

第
２
日
曜
日

プ
レ
ー
パ
ー
ク

第
２
日
曜
日

プ
レ
ー
パ
ー
ク

第
２
日
曜
日

プ
レ
ー
パ
ー
ク

第
２
日
曜
日

プ
レ
ー
パ
ー
ク

挨拶で心と心をつなげよう

ふれあい市

　
令
和
七
年
度
の
西
江
原
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
活
動
は
昨
年
度
と
同
様
四
事
業
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

西
江
原
地
区

　
ま
ち
づ
く
り
活
動

甲
山
は
つ
ら
つ
学
園

雄
神
川
の
自
然
を

　
　
　
　  

護
る
会

レ
シ
ピ
事
業

西
江
原

プ
レ
ー
パ
ー
ク
事
業

令
和
七
年
度 
ま
ち
づ
く
り
年
間
計
画

４月 町づくり５月６月７月８月９月１０月１１月１２月１月２月３月




